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スキー回転技 術の指導段 階

第4報 片開 きプルーク系による指導
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1.緒 言

現 在,世 界 の ス キ ー回 転 技 術 は,す べ て 脚 部の 運 動 を 宝体 と したBeinspielTechnik

に統括 され て い るが,ス キ ー技 術 の指 導 体系 や 指 導 方 法 にお い て は 問 題 とな る点 が 多 く,

プル ー ク ・ボ ーゲ ン,シ ュテ ム ・ター ン(グ ル ン ド ・シ ュブ ン ク)か らパ ラ レル ・タ ー ン

へ とい う一 連 の段 階 的技 術 に して も,パ ラ レル ・ター ンヘ ス ム ー ズ に 発展 して ゆ く こ とが

困 難 で あ るよ うに考 え られ る.

過去 の 技 術 と指 導法 に 関 して の 史 実 を み る と,1890年 か ら1896年 にMathiasZdarsky

が 回 転 技術 と して 「シ ュテ ム」 を編 み 出 して,HannesSchneiderが シ ュテ ム ・シ ュ ブ ン

ク に発展 させ た が,1933年Dr.FritzHoschekやProf.FriedlWolfgangは シ ュテ ム を

排 除 してパ ラ レルの ま まの シ ュ ブ ン ク を 主張 した.ま た,AntonZeelosが パ ラ レル 技 法

に よ って ア ルペ ン競 技 に活 躍 した こ とか ら,そ の ロ ー テ ィ シ ョン技 術 を フ ラ ンス のEmile

Allaisが1937年 パ ラ レル ・ター ンへ のdirectmethodと して 完 成 させ た.し か し,1945年

以 後 オー ス ト リア は,シ ュテ ム ・ク リス チ ャニ ァ とパ ラ レル ・ター ンに は 共通 点 が 多 い こ

と とシ ュテ ム ・ク リス チ ャニ ア 習得 に よ る応 用 範 囲の 広 い こ とを あ げ て,ジ ャ ンプ に よ る

もの とシ ュテ ム の幅 を しだ い に狭 く して ゆ く導 入 法 を と り,1950年 頃 か ら リズ ム を助 け と

す るlegactionとliftofweight(upwardunweighting)を 強 調 す る よ う に な っ た.

更 に,1965年 に は,Kruckenhauser,S.1)に よ っ て 開 脚 に よ る ク リス チ ャ ニ ア(Breit-

schwung)が パ ラ レル へ の有 効 な導 入 法 で あ る と され た.1968年,Kruckenhauser,S.

とF.HoPPichler2)は,"DerRoteFaden"論 文 で,プ ル ー ク ・ボ ー ゲ ンか ら早 期 に 内ス キ ー

の 回 し方 を指 導 し,開 脚 姿 勢 を利 用 して 山 回 りや横 す べ りと 関連 させ な が らク リス チ ャ ニ

ア に発 展 させ る こ とを発 表 し,プ ル ー ク は あ くまで リズ ムの 中で の … 定 の 時 間 内 に限 っ た

運 動 で あ る と した.つ ま り,従 来 の段 階 的 指 導 法 の欠 陥 を 補 い,開 脚 を基 本 と した全 体 的な,

最 初 か らま と ま っ た技 術 と して 回転 技 術 を指 導 す るtotalskiingと い う考 え 方 の 指 導 法

に大 き く進 展 して きた3).

以上 の よ うに,パ ラ レル ・タ ー ンへの 発 展 段 階 に 関 して は,そ の 指 導 方 法 論 的 に非 常 な
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進 歩 を み て い るわ けで あ るが,し か し依 然 と して 「シ ュテ ム か らパ ラ レル への 壁 」 と い う

問題 は,西 山4)も い って い る よ う に,「 プ ル ー ク ・ボ ー ゲ ン,シ ュテ ム ・ター ンやパ ラ レル

・ター ンは ,も と もと独 立 した 回転 技 術 で,そ れ を指 導 過 程 の 中の 段 階 技 術 の 性 格 に変 え

て きた とい え る.こ れで は完 全 な指 導 段 階 に な りきれ な い要 素 を も って い るわ け で,そ こ

に大 きな 問 題 が あ った.低 速 安 全 性 に 富 ん だ プ ル ー ク ・ボ ー ゲ ンは,初 心 者 の 回転 導 入 へ

の 適 切 性 を 買 わ れ,永 年 初 歩 回転 技 術 の 筆 頭 と して安 定 した位 置 づ け が な されて き た が,

パ ラ レル ・ター ン習得 に は 障 害 と な る点 が 多 い.シ ュテ ム ・ター ンに して も同様 で,必 ず

経 過 しな け れ ば な らな い とさ れ て きたス キ ー をハ の字 に 開 く動 作 は,本 来 いか な る方 法 を

用 い て も,パ ラ レル の運 動 要 素 に結 びつ け る こ とは 困難 で あ る.」

そ して,日 本 の …般 的ス キ ー ヤ ー の現 状 が,お もに短 期 間学 習 で あ る こ とか ら,短 期 間

で のパ ラ レル ・ター ン(ウ ェーデ ル ン)技 術 習 得 の効 果 的指 導段 階 の組 み立 て は大 き な意

義 が あ る と考 え られ る.そ れで,筆 者 は初 心 者 を主 な対 象 と して実 験 的 に指 導 段 階 の 構 成

を探 って い るわ けで あ る が,本 紀 要 第3号5)お よ び第4号6)で 発 表 したパ ラ レ.ル系 に よ る

指 導 で の 問 題 点,す な わ ち,き っか け 時 の エ ッジ ング,タ イ ミング やバ ラ ンス の 困難 さお

よび 学 習初 期 習 得 技術 の 実用 的評 価 の低 さか ら,本 研究 で は,シ ュテ ム(プ ル ー ク)の 悪

癖 をな るべ く残 さず,実 用 性 と安全 性 を考 慮 して,変 則 的 プ ル ー クで あ る片 開 き プ ル ー ク

系 を主 体 に した 指 導段 階 を展 開 す る こ とに した.

片 開 きプ ル ー ク(谷 開 きシ ュテ ム)が,パ ラ レル へ の 有効 な手 段 と して採 り上 げ るよ う

にな った の は,1968年 頃 か らで,Kruckenhauser,S.,F.HoPPichler7)は,H.Schneider時

代 か らの ア ップ シ ュテ ンメ ン(Abstemmen)と は異 質 な もの と して,上 級 者 の実 用 的価

値 や 積極 的 な ター一ン(Umsteigschwung)へ の 発 展 と と もに 指 導上 も効 果 が あ る と した.

西 山8)も,シ ュテ ムか らパ ラ レル へ の ス ム ーズ な 移 行 可能 性 と実 用 性 の 点 か ら 「新 しい谷

開 き シ ュテ ム ・ク リス チ ャニ ア」 を唱 え て い る し,日 本 ス キ ー教 程9)で も,基 本 技術 のパ ラ

レル ・タ ー ンや 発 展 技術 の ピボ ッ ト ・ター ンへ の 有効 な 練 習種 目 と して谷 開 きタ ー ンを採

り上 げ て い る.し か し これ らは独 立 した形 で のパ ラ レル 導入 と して取 り扱 って い る もので,

段 階 的 指 導 の 方 法 と して は,1975年,第10回 イ ン ター ・シ ーo)(於 チ ェ コス ロバ キ ア,ビ

ソケ タ ト リ)で,日 本 が 「谷 開 きに よ る基 本パ ラ レル ・ター ンへ の指 導法 お よ び発 展 技 術

へ の 導 入 」 と して 発 表 した の が み られ る.平 沢11)も,「 片 ス キ ー 開 き に よ る踏 みつ け,立

ち上 が りか ら ウ ェ ーデ ル ンへ」 進 め る指 導 法 を 展 開 して い るが,ほ か に は見 受 け られ な い

よ う にi〔塁う.

最 近,西 山12)が,3日 間 でパ ラ レル ・タ ー ンを 習 得 させ る独 自の 指 導 過 程 を 発 表 して い

るが,ス キ ー回 転 技 術 に つ い て の 一-i一した 指 導 段 階 に関 す る研 究 や 発 表 は,学 会 で は きわ

め て 少 な い よ う に思 う13).

そ こで,ス キ ー回 転 技術 に お け る,短 期 間 学 習 で の よ り効 果 的 な 段 階 的 方 法 の 指 針 を 得

るた め に,本 研究 は,女 子学 生 の初 心 者3群 に 対 して,そ れ ぞ れ シ ュテ ム系,パ ラ レル系,

片 開 き プル ー ク系 の 指 導 段 階 を 実 地 に 展 開 し,そ の 比 較 の も と に考 察 を 試 み る こ と に した.
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1自 然に回るよ うにす る
.

i-… 一 一一 一 一
1(テ ール ・ホ ップの 直 滑 降)

テ ール ・ホ ップ を繰 り返 しな が ら直滑 降0

をす る.止 ま る と き は先 開 き踏 み か え 回

りをす る.
1-『 † …}『 … 一『 一一一 　㎜-}一一一一一 … 一… 一

'iI

'i1
.000.150.25

11(60)(70)(90)
1:1

1

0.20';10.051(70)1;(90) I
i

ll

1.40

(90)

';0
.25

C90)

1
'一一 一 「

3.00

テ

i

ノレ

●

ホ ②

巴
l
L

芋
i

砦

寿 ③
え

5

0

ト(テ ー ル ・ホ ッ プ0)直 滑 降 一 一ス トッ ク

使 用)…

ス トックを 交 互 に使 って,テ ール ・ホ ッ
1プ の直 滑 降 を す る

.足 首,膝 の 屈 伸 を大

き く,リ ズ ミカ ル に す る.止 ま る と きは

… 先開 き踏 み か え 回 りをす る.
　

1(テ ールお きかえ)
・ ス トックを交互に使 って,テ ール ・ホ ッ

iプ の直滑降の要領で,テ ールをわずかに

左右 におきかえるよ うにす る.止 まる と

きは先開 き踏みかえ回 りか,横 ずれ回 り

をする.

(斜滑降 と横すべ り)

斜 滑降の基本姿勢で滑 り出 し,両 スキー
・ を踏 みつ けるように角付 けをゆるめて,

1斜 め前へ横すべ りをする.

…0.45
…(70)

0.05
(80)

0.501,(80)

12.30

1i
Ii

11

i

O.4510.30!

(60)(70)
[

11

11

0.05
C50)

i
1.15

{(70)1

1…

　 　
III

iO.051'iC50)

i
i
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}余

凪
目

降

工
し

山

回

(その場テールず らし)1斜 滑降姿勢
か ら,ス トックをささえに し1

て,そ の場で,膝 を曲げなが らテー一ルを1
② 下へず らす.一 一慣 れて きた ら,テ ー一ル1

を山側へ大 き く踏み出 してか らず らした1
り,テ ールを山側へ跳ね上げてか らず ら
した りす る・ …

(山 回 り)i
その場 テールず らしか ら除 々に滑 りなが
ら同じ動作を行な う.一一一慣れて きた ら,2
斜滑降の角度を しだいに急 にとって山回
りをす る.Ii

0.05
(50)

一.-L_一

0.05i

(50)

③
10.101'(60) 0.10

(60)

11-一 ・i
tI

it

O.40i

(80)0.40(80)

lIlIi

i-一π 一　 一一一一一一一一一`一一
1-一一一-『-r】

0.5010.20;1.10

1(80)1(80)(80)

i

2.10

(直 滑 降 か らテ ー ル ・ホ ッ プ山 回 り)

④ 毫轡 享L尭?篶準 雛 ま
えの要領か ら山回 りをす る.:

1

にう

・

り
は

喝
娯
フ
ず
回

ンポ
は

山

,、
が

て

　レ
け

し魂
ら

-

ッ

、
}ら
ホ蟹

嫁
斜
テ

⑤

611(テ ー ル ・ホ ッ プ ・タ ー ン)噛Irll一 一　

/07VIL:讐 鉾 繊 秘 囚1㌔1型㌔
!② 臨 旙 薮 き鞭 磐 堕蹴 垢iI:0.30(30):0.30(30)字

ンi
,上 げ塾 くLzゆ く・i -_⊥_i

…回 一マ・,,-f一ゲン)… 旧llb灘[α3・Il
指 導1削1冶 計1.454.00「4.052,3512.25

注:指 導時 間の欄の ↓印は,指 導項 目として指 導は したが,短 時 間にすませた もの,漸 進的

過程 の もの,時 間記録のは っきり出せなか った もの等で,そ の記録時間は次の指導項 目

に含めて示 している.

第1-3表Ts.グ ル ープの指導段 階と指導所要時間

基 礎 課 程 〔()内 は,学 習要領をほぼ把握 した者の%.〕

要 鉦

指 導 日寺 間(h.)

-

R
【目

2

日

口
日

3

日

目

4

日

1

小 合

計 計

　 　1(直 滑降姿勢 と膝屈伸)

① ・ 平地 で,直 滑降の幕本姿勢をと り,足 首■
1膝 の屈伸 をす る.

1(直 滑麟 勢 と膝酬
ト ー ス トック使用)1

平 ② 暖峯 あ雫轡 三聯 あ謙雪整 …
地 ・ を 加 え る.

で 一一一 十 一一 一 一皿一 一 一 一 一 一l
I(両 開 き プル ー ク動 作)

塞 ③1ぎ警品輔 響 難 鰍鞍1
本1一 ク姿勢を とる・1

/

↓

L L

」

↓

/
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姿

勢

と

基

本

動

作

2

写
一

"
月

降

し
し

(片開 きプルーク動作)
平地で,③ と同様 に,片 側スキーのテー

④ 岩鯉 撚ぞ騰 ゴ繭≦奮灘
同 じ側 の ス トック をス キ ーの トップ ・べ

_____________
II.挫 唖 に つ く よ塾 す る ・ 一一一_

1(先 開 き踏みかえ回 り)

平地で,ス トックを使 ってスキ ーを滑 ら⑤
せ なが ら,ス キーの先 を開 くような踏 み

… かえを繰 り返 して 回る.

⑥!鞭 ,宥 う1ターン,醐,起 立)

⑦ 懸翻 織 綴 箇編 .

⑧ 購 難 櫻 申をして,先開

∵ 購騨 犠 勲 こと

⑩ 讐鞭 総,禰 脚 プ

}ill
ill

ヶllllblli…0.35(90)

十 一.,1_

・li

O.20「10.20

(VO)i'CRD)

一 一一 一

〇.20
(80)口 口0.20(80)

・1副1↓0.10(80)

0.10

(70)↓
1↓ 一 ケ100)

;0.10iO.150.C60)ICgO)C9細0.50(90)…

麟.0580)国/0.15(80)

1.15

(直滑降 と両開 きプルークの連続)
片 屈膝両開 きプル ークか ら,ス キーを踏み

⑪ つけるよ うに膝を伸 ば してテールの開 き

開 纂 奮詰:再 び屈膝プルークをするの

き(片 開きプルーク)

⑫ 基本姿勢の直滑降か ら,屈 膝片開 きの プ

プ ルークをす る.

(左右交互 に片開 きブルークの連続)ル
屈膝片開きプルークか ら,片 開 きのス キ
ーを踏 みつけるように膝を伸 ば して テー

(1 ルの開 きを少 な くし
,つ ぎは反対側の屈

膝片開 きプルークをす るのを交互 に繰 り
返す.ク

(左右交互 に片開 き プルー クの連続 一…
ス トック使用)

⑭ ⑱の動作に,ス トックを交互 につ くこと
を加えて,伸 膝の ときスキーをパ ラ レル
に揃 えるよ うにす る.

鋤1鞍 緯灘
雌「⑯舞 禰 融 痴

ll⑰講 灘 継
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1∵ 臨懲穂 購 騨髭;
へ

い距離を滑る.

10 .20
(20)

指 導 時 閲 合 計

　 　 　

1

2.201.001.00

(40)(80)1(80)1

iI

i

1.45:3.55a151a45112,40

1:1

注:指 導時間の欄 の ↓印は,指 導項 目と して指導は したが,

過程の もの,時 間記録のは っきり出せなか った もの等で,

に含めて示 している.

短時間にす ませ たもの,漸 進 的

その記録時 間は次の指導項 目

2.方 去
◎
O
'

1.対 象 者:奈 良 教 育 大 学 女 子 学 生,初 心 者,18才 ～21才(平 均年 令19才),42名(J.

9名,Tp.10名,Ts.23名3個 班)

2.期 間:昭 和51年(1976)3月2日 ～5日,た だ しTs.グ ル ー プ3個 班 の うち2個

班 は,昭 和50年(1975)3.月2日 ～5日,4日 間(実 習 期 間6日 間 の う ち).

3.場 所:長 野県 下 高 井郡 野 沢 温泉 ス キ ー 場,踏 み な ら した 比 較 的条 件 の良 い斜 度50

～10。位 の と こ ろで 雪 質 は や や湿 性 準堅 雪 ,天 候 は 晴 と曇 で 時 々小 雪.

4.方 法 ・手続:(1)全 くの初 心 者 の 実 習 班 を そ の ま ま 無 作 為 に 次 の3群 と して,そ

れ ぞ れ の指 導段 階 を採 用 し,実 地 指 導 を展 開 した.

① シ ュテ ム系 に よ る学 習 群(J.グ ル ー プ,9名)に は,日 本 ス キ ー教 程14)基 本 技術 の練

習項 目 と応 用 練 習項 日のバ リエ ー シ ョ ンの 中 か ら適 宜取 捨 選 択15)し たJ.指 導段 階(第

1-1表).

② パ ラ レル系 に よ る学 習 群(Tp.グ ル ー プ,10名)に は,本 研 究第2報16),第3報17)と

同様 のTp.指 導 段 階(第1-2).

③ 片 開 きプ ル ー ク系 に よ る学 習 群(Ts.グ ル ー プ,23名3個 班)に は,Ts.指 導段 階

(第1-3表).

(2)指 導 時 間 は,初 日 が11.00時 ～12.30時,13.30時 ～15.00時,2日 目か ら9.00時 ～

11.30時,13.00時 ～15.30時 で,休 憩 は 適:自:とる こ と に した.

(3)初 歩 動 作(平 地 で の,ス キ ー着 脱,ス トッ ク保 持,歩 行,踏 み 換 え,方 向 変 換,転

倒 起 立 な ど)は,初 日の 最 初 に初 心 者 グ ル ー プ全 体 に 対 して約1時 間余 り一斉 指 導 した.

(4)各 群 の指 導過 程 や学 習 結 果 の 相 違 が,指 導者 や学 生 に及 ぼ す心 理 的影 響 を考 慮 して,

指 導 者に は事 前 に,特 に 自己 の ペ ース を守 って 指 導 展 開 す るこ と,学 生 に は各 群 異 な る学

習 方 法 を用 い るので 習 得 技 術 に も差 異 の あ る こ と を説 明 した.

(5>各 学 習項 目の 要 領 説 明 や 示 範,指 導 時 間,矯IE,注 意 事 項,休 憩,指 導 隊 形 な どは

全 部指 導 者 に 一任 して,特 別 な規 制 は しなか った.

(6)記 録 事 項 は,グ ル ー プ毎 に,各 学 習 項 目につ い ての 指 導 に要 した時 間 と,そ れ ぞ れ

の動 作 や運 動 の要 素 を把 握 した と 思わ れ る習 得 者数 の パ ー セ ンテ ー ジ を指 導 者 の 主 観 で 記

録 し,学 習状 態 を観 察 した.た だ し,指 導 時 間 に は,学 習 場 の 整 地 や ラ ッセ ル,移 動 は 含

ま ず,指 導 の た めの リフ ト塔 乗 は,待 ち時 間 を除 い て その 中 に含 め た.ま た午 前,午 後 と

反 復指 導 した場 合 は合 計 時間 を その 学 習 項 目の 指 導 時 間 と した.

(7)指 導者 は,い ず れ もス キ ー経 験 年 数10年 以上 の 全 日本 ス キ ー連 盟 公 認 準 指 導 員(資

格 取 得後5年 以上)の 有 資 格 者 で,体 育 担 当の 高等 学 校 教 諭,平 岡(J.),稲 葉(Tp.),中

井,松 田,お よ び筆 者(Ts.)で あ った.
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Table2. Thetimerequiredforteachingeachmaintechnique,andthe

percentageofthefemalegroupmembersmasteredtheskill.

Unit:Hour ():percentage

Group

_一 一一

J

Maintechnique

Straightdownhill

Snowplow

Snowplowturn

run

Traverse

Day

1st

0.45

(80)

0.35

(60)

2nd

0.50

(90)

1.50

(75)

3rd

0.10

(90)

0.45

(80)

4th

I

i

Total'Percentageoftime

Stem
Christie

に
」
)

4

(U
●
Q
ゾ

ー
⊥
(

3.10

(80)

Sideslip

Uphillturn

14

25

0.40

(75)

1.10
(80)

2.05

(90)

3.55

(90)

1
0.15

(60)1

0.15

(80)

0.30

(80)

31

0.45

(70)

1.25

(70)

4

0.20

(40)

0.20

(50)

Snowplowuphillturn

1,20

(40)

1.20

(40)⊥

11

10

0.40
(45)ll

1一 一

Essential

ground

Total

exerciseatthelevel

Straightdownhillrun&Step
around

Traverseposition&Sideslip

1.20

0.40
(45)

3.40 12.45

5

4.00

0.30

(55)

3.45 100

0.10

(75)

0.40

(75)

頁
」
)

5

0・瓜
U

(U
(

5

0.40

(70)

0.10

(70)

0.30

(90)

2.15

(90)
18

1.40

(50)

0.3510.45
C70)IC90)

3.00

(90)
24

Tp.

Tailhop&Replace 0.20thetail ト 　

1(70)i
1.30

(65)0.40(80)12,30(80):2・}

Traverse&Uphillturn

Parallelturn

1.50

(65)
0.20

(80) ■

2.10

(80)
18

0.50
(45)

0.30
(70)

1.20

C70)
11

(Snowplowturn) 0.30
(90)

0.30

(90)
4

Total 1,45 2,35112.254,00!4,05

1」1
コロ　　コ　　　

1.05.10.10

(80)i(90)

100

Essentialexerciseatthelevel

ground

Straightdownhill
sidedsnowplow

run&One一

Ts. Traverse&Down-sidedsnowplow

1.15

(90)

0.40

(65)

i
1.15jO.55
(70)(85)

0.30
(85)

1.15
(90)

一一1-}"m-

4.05
-_一 一C90)

0.30
(85)

10

32

4

Parallelturnfrom

snowplowturn

one-sided 2.00

(30)

2,20

(60)

2.30

(80)

6.50

(80)
54

Total 1.45 3.55 3.15 3.45 12.40 100
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3.結 果 と 考 察

3群 の 各 指 導 段 階 に 対 す る指 導 所 要 時 間 とskillの 習 得 状 況 は,第1-1～3表 お よ び

Table2の と お りで あ る.

これ によ る と,4日 間 の指 導期 間 で,4日 目の学 習進 度 やskillの 習 得 状 況 は,日 本 ス

キ ー教 程 の シ ュテ ム系 学 習 に よ るJ.グ ル ー プで は,プ ル ー ク ・ボ ー ゲ ンは殆 ん ど完 全 に

習 得 して い るが,そ こか らシ ュテ ム ・タ ー ンへ の導 入 的学 習 の段 階 まで で 終 り,パ ラ レル

・ター ンは勿 論 の こ と シ ュテ ム ・タ ー ン も指 導 で き な か った.パ ラ レル系 学 習 に よ るTp.

グ ル ー プで は,原 始 的,基 礎 的 なパ ラ レル ・タ ー ンを約70°oの 者 が習 得 し,し か もプ ル ー

ク ・ボ ー ゲ ン も約30分 間 の 学 習 で,J.グ ル ー プ とほ ぼ 同程 度 に 習得 で き て い る.こ の 点 に

関 して,こ れ ら2群 の 指 導 結 果 が 前 回18)の 報 告 と も一 致 して い る こ とか ら,短 期 間 のパ ラ

レル ・タ ー ン習 得 には,女 子 学 生 に と って も,シ ュ テ ム系 よ りパ ラ レル系 学 習 の 方 が 効 果

的指 導 段 階 で あ る とい う こ とが 実 証 され た よ う に考 え られ る.

これ に対 して,片 開 きプ ル ー ク系 学 習 に よ るTs.グ ル ープ で は,初 歩 的 なパ ラ レル ・タ

ー ン を約70～80%の 者 が 習 得 し
,し か も左 右 交 互 の 連 続 した 片 開 き プル ー クが,J.指 導段

階 の プ ル ー ク ・ボ ーゲ ン と シ ュテ ム ・ タ ー ンを結 合 した よ うな技 術 と な って,そ のskill

を殆 ん ど習 得 して い る.

2日 〔の 習得 状 況 を み る と,J.グ ル ー プ は は や プ ル ー ク ・ボ ー ゲ ンを不 安 定 な が ら約75

%の 者 が で き,Tp.グ ル ー プ は テ ー ル お きか え で わ ず か に ス キ ー の方 向 を タ0ン 的 に か え

るよ うに な って い る(60%).Ts.グ ル ー プ は左 右 交 互 の 片 開 きプ ル ー一ク で 自然 にス キ ーの

方 向 を か え て(60%),片 開 き タ ー ン に展 開 して い る(40%).

3日 目で は,J.は プ ル ー ク ・ボ ー ゲ ンが殆 ん どで き る よ うに な り,シ ュテ ム ・タ ー ンへ

の 導 入 には い って い る.Tp.は パ ラ レル ・タ ー ン を約50°oの 者,Ts.は 片 開 き タ ー一ンか ら

パ ラ レル ・タ ー ンへ 約60%の 者 が そ れ ぞ れ 習 得 して くる.

これ らの 学 習 結 果 か ら,短 期 間 で のパ ラ レル ・タ ー ン(ウ ェ ーデ ル ン)習 得 に 目標 を限

定 す れ ば,パ ラ レル系(Tp.)や 片 開 き プ ル ー ク系(Ts.)の 学 習 が,シ ュテ ム系(J.)よ

り効 果 的 で あ る と いえ る.

また,1日 目 や2日 目位 の 学 習 初 期 にお け る 習 得 技 術 の 実 用 性 の 点 か らいえ ば,J.や

Ts.学 習 の 方 がTp.学 習 よ りす ぐれ て い る と考 え られ る.し か し5日 目以 後19)に な る と,

す な お な,自 然 な 形 でパ ラ レル ・タ ー ンが で き るの はTp.の 者 で,Ts.の 者 は や や もす る

とス キ ーのV字 型 が現 わ れ,J.の 者 は シ ュテ ム の型 が ど う して も消 え な い よ うに 思 わ れ る.

次 に・ 日本 ス キ ー教 程 の 基 本 的 な技 術 要 素 や指 導 過 程 の組 み立 て につ いて は,J.指 導 段

階 と して,本 紀要 第320)で 考 察 した が,プ ル ー ク ・ボ ー ゲ ン,シ ュテ ム ・タ ー ンそ して

パ ラ レル ・ター ンへ と展 開 す る基 本技 術 の段 階 は,技 術 の並 列 的組 み立 てで あ り,指 導 者

の効 果 的 な指 導 方 法 に期 待 され て い る.し か し一 般 的 に は,本 実 験 の よ うに教 程 に あ るバ

リエ ー シ ョ ンを取 捨 選 択 す る程 度 で あ るの で,早 期 パ ラ レル ・タ ー ン習得 と い う点 で は 期

待 す る こ とはで き な い よ うに 思 われ る.パ ラ レル系 の 「伸 び上 が り抜 重 に よ る テ ー ルの お

きか え と横 ず れ 」 によ る原 始 的パ ラ レル ・タ ー ン形成 を 主体 とす るTp.指 導 段 階 の 基 本 構

成 につ いて は,主 と して 本 紀 要 第421)で 考 察 を加 え た.そ こで,今 回試 案 の 片 開 き プル

ー ク系Ts .指 導 段 階 につ いて 考 えて み た い.

「緒 言 」 で 記 した よ う に,第10回 イ ン タ ー ・シ ーで,日 本 は 谷 開 き に よ るパ ラ レル ・タ

ー ンへ の指 導法 を発 表 したが
,谷 開 き と リズ ム を運 動 の 主 体 と して,プ ル ー クか ら開 脚 ウ
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工0デ ル ン まで0貫 した 運 動 要 素 で 技 術 を 発 展 させ た.こ の 方 法 は,Ts.指 導 段 階 の 運 動

要 素 の 基 本 理 念 と 同様 で あ り,Ts.は 片 側 プ ル ー クで の 屈膝 押 し出 し とfooting,そ して

次 の 回転 内側 へ 膝 を き りか え な が らの 伸 脚 を リズ ムの 中 に溶 け 込 ませ て … つ の タ ー ンを 形

成 して い る.す なわ ち,片 開 き プル ー ク とい う平衡 性 と実 用 性 の 上 に立 って,脚 と くに膝

の屈 伸 と左 右 への き りか え を リズ ミカル に結 合 させ て,パ ラ レル へ のtotalmotionと し

て い る.し た が って,従 来 の よ うな 独 立 的 技 術 の 積 み 重 ね 的 指 導 段 階 で は な く,パ ラ レル

・ター ン(ウ ェーデ ル ン)の 運 動 要 素 を片 開 き プル ー ク とい う操 作 で,終 始 一貫 して 学 習

させ よ うと して い る.

そ れ か ら,J.の プ ル ー ク ・ボ ー ゲ ン技 術 の 実 用 性 とそ の 回 転 に よ る初 心 者 の 心 理 的満 足

感 は,Ts.の 左 右 交 互 の 片 開 き プル ー クが,基 本 操 作 を異 に して も,プ ル ー ク ・ボ ー ゲ ン

と類似 の ター ンを す る こ とに な り,同 様 の 評 価 をす る こ とが で き る と考 え られ る・

タ0ン 形 成 上 の 最 も重 要 な 時 期 に お け る 片 開 き(谷 開 き)そ の もの の 理 念 と して は,

kruckenhauser,S.,F.HoPPichler22)はcheck的 要 素 か らウ ム シ ュタ イ ク ・シ ュブ ンク へ

の 発 展 と して と らえ,西 山23)は平 踏 み先 落 と し的 に操 作 して い る.ま た 日本 ス キ ー教 程24)

で は キ ッカ ケ の タイ ミング をつ か む こ と と して 谷 ス キ ーで の 雪 面 の と らえ に主 体 を お いて

い る.い ず れ も回 転 技術 の指 向 と方 法 上 合 目的 的 に処 理 して い る が,Ts.で は,踵 の 押 し

出 しと雪 面 の と らえ,そ して そ の足 が か り(footing)か らの谷 膝 き りか えの 有 利 性 と 滑 降

の 安 定 性 に評 価 観 点 をお い て い る.

しか し,こ の 片 開 き プル ー クか ら発 展 す るパ ラ レル ・ター ン(ウ ェーデ ル ン)は,そ の

学 習 経 験 か らの 神 経 支 配 的 こん 跡 の た め か,ス キ ーのV字 型 が 現 わ れ や す い.こ れ がTs.

指 導段 階 の 問 題 点 と して あげ る こ とが で き るの で,「 片 開 き ター ンか らパ ラ レル ・ ター ン

へ」 の学 習 項 目の 時 点 で,早 期 に 両脚 同時 操 作 を強 調 して ゆ く必 要 が あ るよ うに 思 う.

本 研 究 の三 指 導 段 階 の 中で は,Ts.が 最 も効果 的 な もの で あ る と考 え られ るので,こ れ

を主 構 成 と して,Tp.系 の ス キ ー操 作 や動 作 に含 まれ る有 効 な 内 的 要 素 を 加 味 した 一つ の

指 導体 系 を構 成 す る こ と がで きな い もの か,と い う こ とが 本 研 究 の 目的 で も あ り,課 題 で

あ ろ う.

4.要 約

初 心 者 を 対称 と しての 短 期 間 学 習 に よ るパ ラ レル ・タ ー ン(ウ ェ ーデ ル ン)習 得 の 効 果

的 な 段 階 的指 導方 法 に は,研 究 すべ き問 題 が 残 され て い る.そ こで,女 子 学 生 の 三 群 を対

象 に三系 列(シ ュテ ム系,パ ラ レル系,片 開 き プ ル ー ク系)の 指 導 段 階 をそ れ ぞ れ 実 地 に

4日 間 指 導 し,各 群 の 比 較 の も とに そ の学 習 効 果 や基 本 操 作,動 作 の 要 素 を考 察 して,よ

り効 果 的 な 指 導 段 階構 成 の指 針 を得 よ う と した.そ の 結 果 の 概 要 は 次 の よ う な もの で あ る.

1.短 期 間 学 習 に よ るパ ラ レル ・ター ン(ウ ェーデ ル ン)習 得 には,パ ラ レル系 や 片I」f=1

き プル ー ク系 学 習 が シ ュテ ム系 学 習 よ り効 果 的で あ る.

2.学 習 初 期 の 実 用 的skillは,シ ュテ ム系 や片 開 き プ ル ー ク系 の 学 習 がパ ラ レル系 の

もの よ りす ぐれ て い る.

3.各 系 列 の 基 本 的 概 念 と して は,シ ュテ ム系 が,/固 々の 技 術 の 積 み重 ね 的要 素 が強 く,

パ ラ レル系 は,最 も単 純 で 原 始 的 な ター ン構 造 か ら指 導 過 程 を と らえ て い る.片 開 き プ ル

0ク 系 は,パ ラ レル系 の 欠 点 で あ る平 衡 性 と実用 性 を考 慮 して,片 側 の プ ル ー ク か ら発 展

させ,膝 の 屈 イ中と左 右 へ の き りか え をパ ラ レル へ のtotalmotionと して 一一貫 させ て い る.

4.片 開 き プル ー ク系 学 習 者 のパ ラ レル ・ター ンは,回 転 後 期 にス キ ー のV字 型 が現 わ
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れ や す い.

5.今 後 の 研 究 課 題 と して は,片 開 きプ ル ー ク系 を 基 本構 成 と して,そ れ にパ ラ レル系

の 有 効 要 素 を 編 入 した,よ り効 果 的 な段 階 的 方 法 の組 み 立 て で あ ろ う.

終 りにあた り,本 研究の実地指導 とその記録および意見集積には,SAJ公 認準指導員,平 岡弘一,

稲葉悟 史,中 井公人,松 田真三,各 氏の協力を得 たので,こ こに記 して厚 く感謝の意を表す る.
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Summary

Thepurposeofthispilotstudywastoexamineexperimentallytheeffectsoflearn-

ingandthefactorsofthemovementintheone-sidedsnowplowsystemofteaching

(`Ts.'systeminthispaperforshort),forinquiretheconstructionofthemoreef-

fectiveteachingprocedureintheskiturntechniqueforskibeginners.

Accordingly,inthepracticalteachingofskiing,eachinstructoratNaraCollege

ofEducationtaughtinthecourseofthefour-day-lessonseparatelyeachskitech-

niqueofthethreeteachingprocess,thatis,thesnowplowsystem(`J.'systeminthis

paper),theparallelsystem(`Tp.'system)andtheone-sidedsnowplowsystem(`Ts.'

system),toeachgroup(J.,Tp,andTs.groups)oftheskibeginnersoffemale

students.

Inthisexperimentalteaching,thetimerequiredforteachingeachlearningstep

andthepercentageofthegroupmemberswhomasteredeachshillwereshownas

inTablesland2.Attheendofthefour--day-lesson,thepercentageofthestudents

whomasteredtheskilloftheelementaryparallelturn(orWedeln)wasabout70%

intheTp,groupandabout80°ointheTs,group,butintheJ,groupwehadno

effectiveresults.Andattheendofthesecondday,thestudentswholearnedthe

skillineachwayoftheJ.andtheTs,systemswereelzjoyingtheskiingbytheuse

ofsuchutilitytechniqueassnowplow,snowplowturn,one-sidedsnowplowandone--

sidedsnowplowturn.ButitwasimpossiblethatthestudentsoftheTp.groupadapt

practicallysuchskillastail-hoppingandshifting.

TheaboveinstancesshowthattheTs,one-sidedsnowplowsysteminthestudy

wasthebesteffectiveforfemalestudentstolearntheskiturntechniquethanthat

oftheothersystems.

ThebasicphysicalmotionandactionofskiersintheTs,systemaretobendand

extendtheknees,andtomovethekneestoleftorright.Anditiscomposeda

consistenttotalparallelmotionfromone-sidedsnowplowaction,outofconsideration

forthebalanceandtheutility.Butthereissuchaweakpointasthelearnersopen

theski-tailsinthefinalstageofaparallelturnintheTs.system.

Theproblemtobesolvedishowtoconstructthemoreeffectiveteachingpro-

cedure,includingthefactorsoftheTp.parallelmovementinthe'Ts.one-sided

snowplowsystemofteaching.


